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　 Astudy 　was 　mad ¢ fbr　desig11三ng 　a　matemity 　dress　that　 may 　con 長）rm 　to　the 　wearer 　i皿 connec ・

tion　with 　her　body 　deformation　accompanying 　with 　the　pregnancy 　growth 　and ，　further，　mako

her　feel　comf （｝rtable
，
　sa 免 a 塾 d　easy 　to　move ．

　 Tests　 werc 　 conducted 　 on 　five　 subjects
，
　 wkh 　the 　preparation　 of 　fbur　 kinds　 of 　 matern 藍ty　dress

varying 　in　wid 止 and 　seam 　design　position，　in　the 　32nd − and 　38th−week 　of 　their　pregnancy ，　 A ト

tired　in　tllese　dresses
，
　th ¢ subjects 　placed　themselves 　in　various 　 movements

，
　such 　as 　 up −and ・down

walking 　on 　stairs
，
　to　show 　up 　fbr　judging　of 　the　dresses，　 suitability ．　 Para置lel　w 三th 　moveme 皿 t　ob ・

jective　analysis 　by　researchers
，
　the　sψ jects　reached 　their 　subjective 　judgement　through 　their　own

feeling　of 　comfbrt ，
　saf ヒty　and 　easiness 　to　move ．

　 In　the　32nd−week 　test，011e 　of 　the　dresses，　smaller 　in　width 　and 　having　the　seam 　design　at　hor．
izontal　waist ，　won 　a　hjgh　appraisal 　f士om 　a　view ・point　of 　the　subjects

，

　clear 　visibility 　at 　and 　amund

their 　feet．　 Stick　pictures　taken 　by　a 　microcamera 　played　a 　role 　in　the 　judgement．　 This　test

result 　gave　a 　suggestion 　that　a 　problem　Iies　in　 most 　of　ready −made 　maternity 　dresses　 which 　have
bigger　width ，

　with 　the 　seam 　design　being　positiolled　at　underbust ．

　 Tho 　dres5，　suitably 　wom 　at　the 　time 　of 　the　32nd・week 　test
，
　had　b ¢ come 　 umsuitable 　in　the　38th・

week 　test
，
　as　it　wa5 　felt　oppressive 　at 　abdome 且 by　the　wearer ．　 Objective　judgcment　by　the 　ob ・

servers 　also 　was 　 unfavorab 星e 査br　the 　dress．　 Accordingly
，
　 it　 was 　 recognized 山 at 　 more 　 than 　5％

increase　of 　per量pheral　Iength　at 　waist 　seam 　des三gn，　after 　32nd−wcck 　of 　prcgnancy ，　must 　be　taken

into　consideration 　in　the　designing　of 　a 　maternity 　dress．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　January　28
，
1993）

KeyWords 　：　designing　of 　maternity 　dress マ タ ＝ テ ィ ドレ ス の デザ イ ン ，　 rnovement 　analySiS 動

作分析，analySis 　of 　variance 分散分析，　 body　form 　of 　pregnant　women 妊婦の 身体形態 ，
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in　a　clothing 　着用 感．

　1．　緒　　君

　妊娠後期で は ， 特 に ウ エ ス ト，ヒ
ッ プ お よ び 胴部 の 厚

さ が経時的に 変異 し，しか も動作時 に お け る ウ エ ス トや

腹囲 の 増加率が一
般女子学生 よ り大 きい こ とを 前報

1，
で

明 らか に した．こ の 時期に 着用する妊婦服 と して ，変異

す る体型 へ の 適合と日常 の 動作適応性 に 加 え，大 きく張

り出 した 腹部 に よ っ て 足 元 へ の 視野 が さ え ぎられ る な ど ，

安全性 の 立場 か らも検討が加 え られなければ ならな い と

考え る．しか し， 妊婦服 の デ ザ イ ン や着衣 に伴 う問 題を

と らえた 研究 は 極 め て 少な い ．本研究 で は ，
マ タ ニ テ ィ

ド レ ス の 服幅お よび 切 り替え位置の 差 が階段昇降や 日常

動作 に 与える 影響を，画像処理装置に よ る動作分析や観
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察評価 の 客観的方法 と着 用感評 価 の 主 観的方法に つ い て

検討を試 み た．

　なお ， 妊娠 32週時の 体型 を も と に 作製 した a タ ニ

テ ィ ド レ ス が ， その 後の 38 週時 に お い て 着用可能か ど

うか検討を 加えた，

　2．　実験方法

　前報
1）

の 被検者の うち 5 名を 妊婦服着用実験 の 被検者

と し，それぞれ妊娠第 32 週時 と 38 週 時 の 2 回 に わ た り

実験服 を着用 させ，観察者 に よ る着衣状態 の 適合性評価 ，

実験動作 に よ る着用感評価お よび 動作分析 を 行 っ た．実

験服 の 形式を ア ン ケ
ー

ト調査結果 に 基 づ き ジ ャ ン パ ース

カ
ー

ト と した．切 り替え位置 お よび 服幅寸法 に 差 の あ る

組 み 合わせ タ イ プ 4種類 に ， タ イ トス カ
ー

ト型 を 加 え 5

種類 と し，着衣形態間の 比較検討 な らび に マ タ ニ テ ィ

ウ ェ ア の 着用期 間に つ い て 考察を行 っ た ．

　（1）被検者

　被検者は 前報
D

の S・21，S・22
，
　S−23，　 S−24

，
　 S。25 の 5

名 で ，平均年齢 29，0 歳 の 健康 な 初産婦 で あ る ．そ れ ぞ

れ の 第 32 週時 を 第
一

次着衣実験 の 対象 とした。32週時

に お ける被検者の体型は Table 　 1 に 示す と お りで ある．

　（2）実験服 の 設定

　 1） 実験服タ イ プ選定一V タ ニ テ ィ ウ ェ ア 着用 の 実態

　　　 か ら

　 マ タ ニ テ ィ ウ ェ ア 着用実態に 関する ア ン ケ
ー

トを神戸

市在住 の 妊婦 65名を対象 に 実 施 し た．経産婦は 23 名

（35．4 ％） で ，専業主 婦は 全体 の 72．3 ％を占め た．ア ン

ケ
ー

トの 結果，日 常着 と して は ジ ャ ン パ ース カ
ー

トが 最

も多く着用され て お り， 全体 の 6Z　7％を 占 め，同 じく

着用度 2位 と して 回答した もの を加 え る と8L5 ％とな

り， 次 の オ ーバ ーオ ール 15．4 ％ を は る か に 上 回 る着用

度が 認め られ た．こ れ につ い て は 樋 口 らの 報告2〕
に もみ

られ る と こ ろ で ある．な お，「階段 昇降中着衣が 気 に 掛

か る 」と回答 した 者が多 く，「昇 る」29．　2　％ ， 「降 りる 」

24．　6　％ で あり，
こ れ ら の ア ン ケ

ー
ト結果か ら実験服を

ジ ャ
ン パ ース カ

ー
ト形式 とし ， 実験内容に 階段昇降時 の

動作解析を組 み 入れ る こ ととした．

Table　l．　 Body　form　of　subjects 　in　the 　32nd　week 　ef 　pregnanclr

Subject
Item

S．21 S．22 S−23 S．24 S−25 一
皿 5

Stature（cm ）

Weight （  ）

Bust　9irth（cm ）

152，153
．694

．9

169．564

．996

．3

162 　860

．795

．8

157．95z

　181

．9

154．967

．81027

159．459
．894
．3

6．26L
　16

．　8
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Fig。1．　 Designing　of 　various 　type 　of 　testing　dress
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　 2） 実験服 の デザ イ ン

　実験服 の ジ ャ ン パ ース カ ート に は 切 り替え線を 設け，

ス カ ー ト部 に ギ ャ ザ ーの 入 っ た デザ イ ン と した （Fig．1）．

まず ， 切 り替え位置に つ い て は ， 水平胴囲位置に 設定し

た A 型 と，下部胸囲を切 り替えとす る B 型 の 2 タ イ プ と

した．ア ン ケ
ー

ト結果 な ど
3）

か ら市販 マ タ ニ テ ィ ド レ ス

に多い 切 り替え位置 の 実験服を B 型 と し，A 型 は 前報の

ウ エ ス ト ラ イ ン 認識
1） とか か わ っ て ， 妊 婦 の 安定感 に 重

点を置 い て 設定 した もの で あ る．服幅 に つ い て は，膝関

節囲 に お け る階段 昇降動 作適応 量 を も と に 割 り出 した
4 》

腰 囲寸法の 1．5倍とす る 1 タ イ プ を 基本 と して ， さ らに

広 い 服幅 を もつ もの として 腰囲寸法 の 2倍 とす る ∬ タ イ

プを設定 した．それ ぞれ A ・B 型 に 組 み 合 わ せ，AI ，

A 皿， BI ，
　 B　ll型 の 4種類と し， こ の 場合の ス カー

ト丈

を妊婦 の 日常着の 実態か ら下腿最大囲位 置 に 定 め た ．

ジ ャ ソ パ ース カ ートの 胴部 は 各被検者の 体型に 合 わ せ て

ド レ ーピ ソ グ した もの
5〕

で t ス カ
ー

ト部 との 切 り替 え位

置 に お け るゆ と り量 は 32 週時 の 動態変化量
1）

を 満 た す

もの とした．また，別に 被検者 ご と の 32週時体型 に 合

わ せ た 元型タ イ プ の タ イ トス カー
ト （以下 T 服 とす る ）

を 作製 し，A ・B 型 の 対照服 と し た ．床 上 が り寸法を膝

関節高 とし ， 任意胴囲 に 落ち着くよ うに ド レ
ーピ ン グ し，

ウ エ ス トに は 3％ の ゆ と り
G⊃，腰 囲 で は 5％の ゆ と り

7 〕

を もつ もの と な っ た．第 32週 時 に お け る 実験服着装状

態例を Fig．　2 に 示 し た．材料に つ い て は ， 表地
・ウー

ル 100 ％ ， 裏地 ・キ ュ プ ラ 100％ の 素材を用 い た （Table

2）．

　（3）着衣実験

　実験服 A 。B 型お よび T 服を 妊 娠第 32 週時 の 被検者

それぞれ に 着用 させ ， 階段昇降お よび 立位
一
坐位動作実

験 を行 っ た．同様 の 実験 を 第 38週 時 に も行 い ，妊 婦 の

体型変異 と着衣形態間 の 比較検討を行 っ た．な お ， 実験

に は 綿 100％の 長袖T シ ャ ツ を組み 合わ せ ，使用 し た 階

妊娠後期 の 衣 服 設 計 に 関す る 基 礎 的 研究 （第 2報）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T 　　　　　 A − 1A 一皿 B − 1B 一
皿

Fig．2．　 Wearing 　 conditio ロ of 　var 量ous 　 type 　 of 　testing

　　　　dress（S響24）

段 は 蹴上 17cm ，踏面 27　cm の もの と した．本実験 は

1991 年 1 月〜3 月，本学 に お い て 実施 し た もの で ある．

　 D　主観調査 お よび 適合性評価

　実験服 別 の 動作性 に つ い て 各動作 ご とに 被検者自身 に

よ る評価を行 っ た．評価基準は 「動作しや す い 一や や し

や す い
一普通

一や や しに くい
一しに くい 」の 5 段階 とし，

そ れ ぞ れ 「2， 1，0 ，

− 1，

− 2」の 評点 を つ け，分散 分

析を 行 い ， 不快感 を伴 う場合に つ い て は 具体的 に 聴取 し

た．

　 また ，服部ゆ と りの 適否，切 り替え線 の 安定度，ヘ ム

ラ イ ン ，脇線 の 位置，総合的適合度 の 5項 目に つ い て 5

名 の 観察者 に よ る 適合性評価を行 っ た．Table　3 の よ う

に 各項 目 ご と に 5 段階評価を行い
， 分散分析した．

　2） 動作分析

　実験服 を 着衣 した 被検者の 動作を，被検者右側面 か ら

ビ デ オ撮影 した ，うち 1名に つ い て ，階段 昇降に お け る

動作変化を 頭頂点，み けん 点 ， オ ト ガ イ点，パ
ッ ク ネ ッ

ク ポ イ ン F ，腹部最突 出 点，腰 部 最突出点 ，
フ ロ ン トヘ

ム ポ イ ン ト，バ
ッ

ク ヘ ム ポ イ ン ト， 右足先点 ， 左足先点

の 10基準点間 に つ い て 画像処理装置 に よ り 1／6 秒間隔

で とら え，動作分析を行 っ た，

　他方 t 被検者 の 体幹前部の突出状態と着用者自身の 視

野を とらえ るた め の 実験 と して ，被検者 の 前額に
一

定 の

Table 　2．　 Mcchanical 　properties　of 　thc　sample 　fabrics

Right 　side 　fabric Lining　fabric

Warp Weft Warp Weft

Construction

Fiber　contents （％）
Density （cm

雪1
）

Thickness （mm ）

Welght （9！cm2 ）

Bending 　rigidity

27．4

0．16

　 P正ainWoo1100

O．680

．02

26．6

O．15

　 　 　 　 　 Plain

Cuprammonium 　rayon 　100

　 95．5　 　　　　 　 65」 0

　 　 　 　 　 0．08

　 　 　 　 　 0．005
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Table　3．　 Sensory　test　about 　suitabi既ty　of 　maternity 　dress

Item　 of 　evaluadon Method　of 　evaluation

Easiness　of 　abdome 皿 portion

Fitncss　at 　seam 　design

Horizentality　of 　hemline

Verticality　of 　side 　seam 　line

Overall　fitness　of 　the 　maternity

　 dress

short 　of 　easiness −− short 　of 　easiness 　to　some 　dcgree−− sUitable −−a 　且ot 　of

easiness 　to　some 　degree− a　lot　of 　degr¢ e

stab 且e −−stable 　to　some 　degree− ordinary − umstable 　to　 some 　 degree−
unstabletending

　upward 　in　front− tending 　slightly 　 upward 　in　front− horizontal−
tending　slightly 　downward　in　front− tending 　downward 　in　front

nearer 　to　front− a 　litde　nearer 　to　front−rsuitable − a 　litt1e　nearer 　to　back−
nearcr 　to　back

agreeable − agreeable 　to　some 　 degree− ordinary − unagr   able 　to　some

degrce−−unagreeable

角度を 保 つ よ うに ？ イ ク P カ メ ラ を 装着 し，階段昇降時

の 足元を写した，

　3．　結果および考察

　（D 動作性 に 関する 主観調査結果

　第 32 週時 に お け る 各実験服着用時 の 動作性 に つ い て

主観調査を行 い ，分散分析 した．水準は被検者 5 ，切 り

替え位置 2 （A ・B ）， 服幅 2 （1 ・∬），動作 2 （立位一

坐位動作 ・階段昇降） で ある．服 幅，切 り替 え位置，被

検者 の 3要因 に い ずれ も危険率 1％ で有意差が認め られ

た （Table　4）．　 Fig．　3 は 切 り替 え 位置 と服 幅 の 2元表を

グ ラ フ に 表 した もの で あ る．「しやすい 一やや しやす い 」

の 評価が最 も多 い の は AI 型で あり， 「や や しに くい一し

に くい 」は み られ な い ．「や や しに くい 一しに くい 」 の 評

価が最も多い の は B 皿 型 で あ り， 次 い で All であ っ た．

つ ま り，水平胴囲切 り替えで服幅 1．5 倍 の AI 型が最も

動作 しや す い こ と が判定結果 か ら 明らか とな っ た．被検

老間 に有意差 が 認 め られ た こ とに つ い て は ，ウエ ス トラ

イ ン を水平位置 に 認識 し た 被検者 （2名）の ，水平胴囲

切 り替え の A 型に 対す る評点平均値が O．　63　ec対 し，ウ

エ ス ト ラ イ ン を前上 が りに 認識 した被検者 （3名）の 評

点平均値が 一〇．　38 で ， 両者に 有意な差が認め られ，前

報に お け る ウ エ ス ト ラ イ ン 位置 の 認識 の 個人 差
1）

との か

か わ りがみ られ た．元型 T 服着用時 の 動作性 で は ， 立

位一坐位動作 に お け る 評点平均値 が O．　20，階段昇降時の

評点平均値が 1．60 で，特 に 階段 昇降時 に 高い 評価が 得

られた．

　服幅 の 大 きい AI ，　B 皿 型着用時の 立位一坐位動作時 に

「ス カ ー トが ま つ わ り動作 しに くい 」， 同 じ く階 段 昇降時

に 「足 元 が見えなくて 不安」とい う訴えが被検者 の ほ と

ん どに み られ た．AI 型 お よび元型 T 服 で の 階段昇降時

と，元型 T 服 で の 立位一
坐位動作時に は 不快の 訴 えが ほ

AI ■■釀 匚 ＝ 璽 ：蘯 ］

Table 　4．AnalysiS　of 　variancc 　on 　easier −t｛Fmove

sensory 　test
B1

Factor　　 φ v Fo

ABCDe 11

−

4凸
9自

　

　

　

　

3

4．go14
．400

．　OOla
　609

」70

4．　goo14
．4000

．0004

．6500

．30S

16．1649喞串　　　B 皿

47。5052辱曝

0．000015

．　3402＃

T 39　 　 47，60

A ： Position　 of 　seam 　design（A ・B＞．　 B ：G廿山 of 　dress

（1・II）．α Mo 雌on （state 　of 　s尨mding 　or 　sitting　mov ウ

men レ mov 三ng 　 up 　 a 論 d　 down　 stair3 ）．　 D ： Subject，
寧 串 Significant　a ¢ 1％．

54

一
　 　 　 ees7 　　　　　easy 　加 　　　　ord 醢皿 ry 　　d崖ffi  lt　　　d1「f画  1t
　 　 　 　 　 　 　   　degree　　　　　　　　　　　　　to　曙 　do臑 

Fig．　3．　 Effe・t ・f　p・・iti・ n ・f 肥 ・m 　design　and 　 gi・血 ・f

　　　 山 邸 　on 　casier−to−move 　sensery 　test

（且50）
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state 　or 　standing

　 　 O 「 si しLin 呂 一 evenent

O　　 1　　 2　　 3　　 4　　 5
−
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丶
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Fig．4，　 Respective　feeling　at　the　time　of 　mevement 　attired　in　indiVidually　different　type 　of　testing　dress

angle 　e

 

s

罌
絢

 

9　　  

T A − 1 A 一皿 B − 1 B 一矼

　　　　　　Fig．5．　 Stick・picture　in　case 　of 　moving 　up 　and 　down 　stairs

  verte ）t，  glabella，   chin ，  back　neck 　point，   pr・jecting　back　sp 。t　of 　hip　1ine
，

  abd ・ mina1 　extention 　point，   pr（）jecting　front　sp ・t　of　hemline ，   projecting　back

spot ・f　hemline
，   left　toe

，   「ight　t。 e．

とん どみ られなか っ た （Fig・　4）．

　同 じく第 38週に お け る主観調査 の 分散分析結果 で は ，

被検者 と服幅に 有意な差が み られ ， 切 り替 え位置に は 差

が認 め られなか っ た．ま た ， 第 32週 で は み られなか っ

た 「腹部 に 圧迫感を感 じる」訴えが 水平胴囲切 り替え の

A タ イ プ に多くみ られ た．

　（2）動作時の 画像解析

　右足 を 軸 とし左足 を 1段動か す階 段昇降動作を 1／6 秒

間隔で 画像処理 し ， 各基準点の 1〜5 シ ー
γ にわ た る変

動を ス テ ィ ッ ク ピ ク チ ャ
ー

で 表すと，Fig・5 の とお りで

あ る。下 り動作 に お け る 左足 の 移動速度は実験服 1 よ り

皿 タ イ プが 遅 く，頭頂点 とバ
ッ ク ネ ッ ク ポ イ ン トを 結 ぶ

線 と鉛直線 との なす角 θの 各 シ
ー

ン の 最大値 は ， 昇 りの

際の A 皿 型を除 き A よ りB 型が ， 工 よ り皿 タ イブ が大

とな り， 足元 を 見定 め に くい 様子が うか が えた．着衣 の

ヘ ム ラ イ ン 前後長が大 とな る の は ，階段昇 り動作 で A 皿

型 の 第 1 シ ーン ，Bll 型 の 第 5 シ ーン ，同 じ く下 り動作

の BI 型第 1 シ ーン に み ら れ，服幅 の 広 い ∬型 に裾幅が

瞬時的 に 広が る こ とが認め られ た．また t 昇り動作中 ド

レ ス 前 裾 と左 足先 の 距離が 最も接近 し た の は B 皿 型 の

O．　5cm で，ドレ ス 裾を踏む危険性が 1 よ りllタ イ プ に

うか がわ れ た （Table　5）．立 位一坐 位動作中に ， ス カ ー

トが大きくふ くらみ ， 裾を踏むお それ が A 皿 お よび BZ

型着用時に 多 く観察され た ，

（15D 55
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Tablc 　5． Comparison 　between 　various 　type 　 of 　testing　dress　from　a　viewpoint 　of

silhouctte 　at 　the　time 　of 　moving 　up 　and 　down 　 stairs

（up ）

Mea3urement　item
Type 　oftestingdrcss

Angleθ

　 （
°

）

Projecting　front　spot 　of 　hemline〜projecting
back　spot 　of 　hemline　　　　　　　　　　　　（cm ）

※

1scene 2 3 4 5

A・IA
．IIB
−IBII

4L83L243

．750

．0

47．162

．046

．647

．7

38．　651

．741

．747

．6

3Z　839

．　937

．644

．1

49．443

．147

．541

．7

48．342

．84

（i　755

．1

14．49

．35

．　Oo

．5

※ Pr〔）jecting　front　spot 　of 　hemline〜left　toc （cm ）．

（down）

Measurement 　item

Typc 　oft

　；9”g 灘：ぎ響
P 「ojectin9 　front　spot 　 of 　hemline 〜projecting
back　spot 　of 　hemline　　　　　　　　　　　（cm ）

1scene 2 3 4 5

A ．IA
璽IIB
−IB
．II

66．138

．471

．152
．5

40．044

．940

，347
．0

43．742

．936

．350

．4

42，940

．839

．741

．7

43．143

．043

．946
．4

36．543

．136

．　835
．6

39a　941

．038

．523

．5

　（3）体前面下方部 の 画像か らとらえた 実験服 タ イ プ の

　　　動作性

　被検者 の 前 額 に 取 り付け た マ イ ク ロ カ メ ラ で 前面下方

の 視野を撮影 した結果，A ・B 型が ，
　 T 服 に比ぺ て階段

下 り動作で の 画面上 か ら腹部下方が認め に くく， 昇 り動

作 に おけ る ス カ
ー

トの 揺動が大 きく現れ て い る こ とが認

め られた （Fig．　6），画面上 に 表れた ス カ ー ト部 の 広が り

は 各被検者共通 して A 皿 よ り B 皿 型 の 方 が 大 で あ っ た．

　第 32週時に お け る着用実験の 結果 ， 服幅の 広 い 皿 タ

イ プ で は 階段昇降時 に 頭頂点 とバ
ッ ク ネ ッ ク ポ イ ン トを

結 ぶ線 の 傾きが 大 き く，動作速度 も遅 く，立位一坐位動

作時の，ド レ ス の ふ くらみ が大き くあらわ れ る こ と がわ

か っ た．こ とに BI 型 で は ，切 り替 え位置 の 高 い 部分 か

らの ス カ
ート部の 広 が りが 大き くあ らわ れ ， い ずれ の 動

作に お い て も裾を踏み つ ける危険性が うか が わ れた．主

観調査の 結果 で は ， AI 型 に 対 して 高 い 評価 が得られた

の に 対 し， 「足元が 見えな くて 不安」，厂ス カ
ー

ト が まつ

わ りつ い て 動作 しに くい 」 の 訴えが 服幅 の 広 い 皿 タ イ プ

ド レ ス に み られ た が，画像解析結果が これ らを裏付け る

もの とな っ た．階段昇降時に お け る T 服 の 評価が 良い こ

と と考え合 わ せ る と ， 妊婦服の 丈 お よ び 裾幅 を 含 め た デ

56

ザ イ ン に つ い て 動作性と安全性の 点か ら考慮すぺ き こ と

がわ か っ た．

　（4）妊 娠週数 に よる着装評価 と マ タ ； テ ィ ド レ ス

　各被検者 の 第 32 週時 と38 週時 に お ける着装状態 につ

T

A
− fi

B 一皿

op

dDln

up

devn

UP

dom

Fig．6．　SWinging 　 condition 　of 　tcs厩皿 g　drcss　 at 　 stairs

　　　 serially 　photographed 　by　 a 　head −attached
　 　 　 mlcro −camera

（且52）
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Table 　6．　 Analysis　of 　variance 　on 　suitability 　of 　maternity 　drcss

Factor φ s v Fe

Easiness　of　abdomen 　portion ABCDEe 　4
　 1

　4

　 L

　 lI88

6．251e

．6144

．9518

，6115
．1361

．34

1．56318
．60511

．23818

．60515

．1250

，326

4．7889＊＊

57．0222＊＊

34．4416＊＊

57．0222＊＊

46．3564＊＊

T 199 IM ．88

FItness　at　 seam 　des量gn （boundary 　seam

　亅ine　betWecn 　upper 　and 　botto皿 parts
　of 　a 　dreSS）

ABCDEe 　4
　 正

　 4

　 1

　 1188

24．9213

．0114

．37

　 1．45
　 3．13178

。53

6，23013

．oo53

．593L4453

．1250

，950

6．5605 拳寧

13．6948 ＊磨

3．7831＊＊

1．52163

．2908

T 199 235．40

Horizontality　of 　hem 正ine ABCDEe 　 4

　 1
　 4

　 1
　 1188

38．2712

，501
，570

．320

．0297
．24

9．56812
，5000

．3920

．3200
．　0200

．517

夏＆ 4974 ＊寧

24。1670＊寧

0．75880
．61870

．0387

T 199 149．92

Verticality　of　side　seam 　1ine ABCDEe 　 4

　 1

　 4

　 1

　 1

且88

10，778

．828

．170

．501
，6290
．44

2．　6938

．8202
．〔｝唾30
．5001

，6200
．481

5．5970 ＊串

18．3344 率＊

4．2458ホ＊

LO3943

．3675

T 199 120，32

Overall舳 ess 　of 　thc　matemity 　dre跼 ABCDEe 　 4

　 1

　 4

　 1

　 1188

　 7．8321
．7834
．68

　 0．3225

．92190

．65

L95821

．780a6700

．32025

．　9201
．014

1．930321

，4773零 ＊

8、5495 零宰

0．315625

．5597 串壌

T 199 28L　18

A ：S呵 ect ．　B ： Week 　of 　pregnancy （32nd ・38th）．　 C ：Judge．　D ：Position　Qf 　seam 　design（A ・B）．　 E ： Girth　of 　dre謡
（1・II＞・　8 ホ Significant　at 　1％．

い て
， 専門的視点を もつ 5 名 の 観察者 に よ る適合性評価　　られ た （Table　6）．腹部ゆ と りの 適否に つ い て ，妊娠週

を行 っ た ．分散分析の 結果 ， 腹部ゆ とりの 適否，切 り替　　数と切 り替え位置 の 2 元 表 を グ ラ フ で 示 すと （Fig．7），

え線 の 安定 度な ど 5 項 目い ずれも妊娠週数に よ る 差が み 　　38週 に お け る A 型 に お い て 「少な い
一や や少ない 」の 評

（153） 57
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Fig．8，　EHヒct　of　overall 　fitness　of　the　ma ¢ rnity 　dress

　　　 on 　wcek 　of　pregnancy　and 　girth　of 　drcss

　 　 　 　 T A − 1A 一
皿 B − IB 一

皿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぬ

i 國 ゴ 圏 齷瓢
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Fig．7．　 E缸
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ect 　of 　easiness 　of 　abdomen 　portion　on 　wcek

　　　 of 　pregnancy ，
　pasition　of 　seam 　design　and 　girth

　 　 　 of 　dress

価が 50 ％に もお よび，水平胴囲位置切 り替え の A 型 の

第38 週時 に 特 に ゆ と りが少 な い と判定 され て お り， A ・

B 型間に 差が み られ た．ま た ， 服幅の 違 い に よ る 工 ・皿

タ イ プ に お い て も，腹部ゆ と りや総合的適合度 に タ イ プ

間 の 差 が 認 め られ た．すなわち，そ れぞ れ の 妊娠週数 に

お い て ，腹部ゆ と りで は 皿 タ イ プ で 「やや多い
一多い 」

の 評価が顕著で あ り，
32週時 の 1 タ イ ブ で 「適切」の 評

価が 72％と最も高 く評価され て い た．総合的適合度 で

も同 じく，
Fig．　8 の よ うに エタ ィ ブに お い て 「良い

一や

や 良い 」 の 評価が 多い 結果 とな っ た ．

　一方，被検者 の 着用感で は ， さきの 主観調査結果 の と

お り， 第 38週時 の 水平胴囲切 り替えの A 型 ド レ ス に お

い て 「腹部 に 圧迫感を感 じる」訴えが 多 くみ られた が，

そ の A 型 は 第 32 週時 に お い て は 動作性や安全 性か ら高

い 判定結果をもつ もの で あ っ た こ と と，観察者 に よ る 客

観的な 評価と が
一

致す る とこ ろ とな っ た ．これ に つ い て

58

S−24　

Fig．　9．　 Wearing　 condition 　 of 　 various 　 type 　 of 　testing

　　　 dress　at　the　38th　week 　of 　pregnency （S・23，　S・

　　　 24）

は，第 32 週か ら 38 週 に か け て の 水平 ウ エ ス トの 増加率

が平均5．O ％，標準偏差 2．9％で有意性 を 示 した こ とに

起因するもの と考える．被検者間 の 差 に つ い て は Fig．　9

に 示 す とお り，水 平 ウ エ ス トの 増加率
1）

の 平均的被検者

S−23 と， 同 じく25 ％増加率の S・24 の 例 で は ， 第 38

週 に お け る A 型 に 対する観察者の 評価は前者 に 低 く， 後

者に 高い こ とか ら，被検者の 体型変異の ありか た に パ ラ

（154）
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つ きがあ る こ とが認 め られ る．しか し，32週時以降に着

用す る V タ ニ テ ィ ドレ ス の 設計 に あた っ て は ， 腹部に お

ける増加量を あらか じめ 組み入れて お く必要があ る こ と

が わか っ た．水平 胴 囲 位置 に お け る 切 り替 え線に は，少

な くと も 5 ％以上 の ゆとりが 体型変異量 として 加えられ

る こ と，また，服幅 の 違い に よ る 1 ・皿 タ イ プ に お い て

も，腹部＠ とりや総合的適合度に タ イ プ 間 の 差が認め ら

れ た，つ ま り， 皿 タ イ プ で は や とりが 多 く，低 い 判定 が

得られ た ．動作 ・安全 性 の 視点か ら服幅に つ い て は，裾

幅の 少ない エ タ イ プが有 効 で あ る こ とが 38週 の 時点 で

明らか とな っ た．なお ，観察者 に よ る 着装状態の 客観評

価 が 38 週時 に ヘ ム ラ イ ン の 不均 衡 ， 脇縫 い 目線の 歪み

や総合適合度に低い 判定を もた らした の は ， 腹部突出が

著 し く増加す る妊婦体型か ら生 じた 周径ゆ と り量 や前総

丈 の 不 足 に よ る もの と考えられ る．妊娠後期 に 着用す る

マ タ ニ テ ィ ド レ ス が ， 妊 婦 に と っ て 快適 で ， しか も動

作 ・安全性 の 観点や 着装外観か ら も条件 を 満 たす衣服 で

あ るた め の ， い くつ か の 問題点が実験結果か ら示唆され

た．

　4 　要　　約

　妊娠第 32週時の 被検者5 名を 対 象 に ，ジ ャ ン パ ー
ス

カ
ー

ト形式 で 服幅 お よ び 切 り替え位置の 異な る 4 種 の v

タ ニ テ ィ ド レ ス を実験服 と して ， 着用実験を行 っ た．さ

ら に ，第 38週 時 に も同 じ実験服 で 同様 の 実験 を 行 い ，

体型 へ の 適合性 と動作性に つ い て 評価を行 い ，検討を加

え た．主 な結果 は 次 の とお りで あ る．

　（1） マ タ ニ テ ィ ドレ ス の 動作性と安全性 の 観点か ら階

段昇降時 の 画像解析を行 っ た結果 ， 服幅の 広 い ∬ タ イ ブ

に お い て 下 り動作 が 遅 く，また，切 り替え 位置 の 高い B

型着用時 に 前傾姿勢傾向がみ られ る と ともに ，
ヘ ム ラ イ

ン と足先 との 距離が極め て接近 して い る こ とが認 め られ

た．被検者の 視野 を 想定 して 撮影 した マ イ ク ロ カ メ ラ 画

懲か らは ， 特 に 皿 タ イ プ に お い て足元 の 見定め が 全 くで

きない こ とが読み取れた．動作性に つ い て 被検者 の 主観

評価結果を分散分析する と， 服幅 ， 切 り替え位置 ， 被検

者の 3要因 い ずれ に も有意差 が 認 め られた．水平胴囲位

置 の 切 り替えで 腰 囲 の L5 倍 の 服幅 の AI 型が 32週時

で は 総合的評価が高 く，A ・B と も 皿 タ イ プ に低 い 判定

が得られ た．

　（2）体型の 経時的変異 に 対す る適合性 に つ い て は ， 第

32週時 と第 38週 時 の 主観 ・客観的調査結果 を 分散分析

に よ り検討 した．水平胴囲切 り替え の A 型 に お い て 38

週時 に は 「腹部ゆ と り」 の 適 合 性評価が低下 した こ と か

ら， 胴部切 り替え位置に 32 週以降 の 周径増加率 5 ％以

上 を 衣服設計上 組み 込 む 必要が あ る こ とを認め た．

　（3） 妊 婦服 の デ ザ イ ン と して ，下部胸囲位置切り替え

で 服幅 の 広 い B 皿型が既製服に 多 くみ られ るが，こ れ に

つ い て は動作性 ・安全性 の 点 か ら問題 が あ る こ とが 動作

解析 お よび 主観調査 か ら 明 らか とな っ た．

　体型が著し く変異 し ， 心身共 に 不安定な妊娠後期 の ，

特に 出産前 の 妊婦が快適 に 過 ご せ るた め の 衣 服 と して ，

動作 ・安全性 お よ び 体型適合性 の 点か ら， 切 り替 え位置

と服幅に つ い て 検討を試み た 結果，切 り替え位置 の ゆ と

り量 を 考慮す る こ とに よ っ て A 工型 の 適合性が大 きい こ

とカSオっ カ・っ た．

　な お，本研究 の 概要 は 平成 3 年度  日本家政学会第43

回大会に お い て 発表 した．
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